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令和２年度予算案: 150,273千円
(207,819千円)

＜参考＞現行の歯科健診体制

乳幼児 児童・生徒等 ～７4歳 75歳以上

歯
科
健
診(

根
拠
等)

後期高齢者医療の被保険者に係
る歯科健診
（高齢者の医療の確保に関する
法律）

乳幼児歯科健診
（母子保健法）

学校歯科健診
（学校保健安全法）

毎年実施

歯周疾患検診（健康増進法）

義務（大学除く）

※塩酸・硫酸・硝酸等を取り扱う労働者は義務

労働安全衛生法に基づく定期健診（労働安全衛生法）

その他の歯科健診

※国保・被用者保険が行う特定健診は義務
（高齢者の医療の確保に関する法律、国民健康保険法）

義務

市町村が実施。
対象は１歳６ヶ月、
３歳

学校とは、幼稚園、小学校、中学校、
義務教育学校、高等学校、中等教
育学校、特別支援学校、大学及び
高等専門学校

※保育所等の児童福祉施設は、児
童福祉法に基づき、学校保健安全
法に準じた健診を行う。

市町村が実施（平成29年度市町村実施率 68.0％）。
対象は、40、50、60、70歳。

・後期高齢者医療制度事業費補
助金の補助メニュー

・後期高齢者を対象とした歯科
健診マニュアル（平成30年10
月策定）を参考に実施

歯科健康診査等の現状

歯科健康診査は、高校までの児童・生徒等は法定化（学校保健

安全法）されているものの、乳幼児では1.6歳、3歳のみであり、

妊産婦については法定化そのものがされていない（母子保健法）

（参考：厚生労働省医政局歯科保健課資料より一部引用）
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3出典：厚生労働省「第1回成育医療等協議会」参考資料3「成育医療等に関する施策」



4出典：厚生労働省「第1回成育医療等協議会」参考資料3「成育医療等に関する施策」
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6出典：厚生労働省「妊産婦に対する保健・医療体制の在り方に関する検討会」議論の取りまとめ（2019年6月）



出典：厚生労働省「妊産婦に対する保健・医療体制の在り方に関する検討会」議論の取りまとめ（2019年6月） 7



厚生労働省「妊産婦に対する保健・医療体制の在り方
に関する検討会」議論の取りまとめ（2019年6月）①

妊産婦の診療・治療等について

（産婦人科以外の診療科への受診の状況について）

○ 妊娠中の産婦人科への受診理由は、妊娠に直接関わる症状、

感染症状、胃腸症状の順に多かった。妊娠中の産婦人科以外の

診療科への受診理由は、感染症状、口腔症状、持病の順に多く、

その場合の診療科では内科、歯科・歯科口腔外科、耳鼻咽喉科

の順に多かった。

（今後の取り組み）

○ 妊産婦の診療においては特別な配慮が必要なことから、妊産

婦自身の健康管理のため常に母子健康手帳を携帯し、薬局や歯

科医院も含めた医療機関等で母子健康手帳の提示を行う等、妊

産婦自身が医療機関等において、妊娠中や授乳中であることを

示すように求める必要がある。
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厚生労働省「妊産婦に対する保健・医療体制の在り方
に関する検討会」議論の取りまとめ（2019年6月）②

妊産婦の口腔健康管理について

（現状と課題）

○ 妊婦健康診査については、公費負担回数として全ての市区町

村で14回以上実施しており、妊婦健診の内容等を定めた「妊婦

健康診査についての望ましい基準」を告示しているが、歯科の

項目については記載がない。

○ 妊産婦に対する歯科健診については、妊娠届出を行った妊婦

のうち、保健センター等において集団健診を受診した者は約

7.5％、クーポン券等を配布されて歯科診療所等において個別

健診を受診した者は約23.6％にとどまっている。（地域保健・

健康増進事業報告より）
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厚生労働省「妊産婦に対する保健・医療体制の在り方
に関する検討会」議論の取りまとめ（2019年6月）③

妊産婦の口腔健康管理について

（今後の取組）

○ 両親学級等を通じて、口腔の健康の推進を図ることの重要性

やむし歯・歯周病の治療に関する歯科医師への早めの相談につ

いて、妊婦に向けて啓発することが必要である。

○ 安心・安全な歯科医療が提供できるよう、歯科と産婦人科の

情報共有を推進する必要がある。
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11中央社会保険医療協議会総会（第432回）資料より



12中央社会保険医療協議会総会（第432回）資料より



13中央社会保険医療協議会総会（第432回）資料より



14中央社会保険医療協議会総会（第432回）資料より



15厚生労働省子ども家庭局家庭福祉課 虐待防止対策推進室「母子保健における児童虐待対応・予防の動向」（児童虐待対応母子保健関係職員指導者研修）より



16出典：厚生労働省「第1回成育医療等協議会」参考資料3「成育医療等に関する施策」



17出典：厚生労働省「第1回成育医療等協議会」参考資料3「成育医療等に関する施策」



• 健やか親子第2次の取り組み課題である「すべての子どもが健

やかに育つ社会」の実現に向けて、妊娠前ケアから妊娠期、
さらに子育て期にわたる口腔健康管理、食育推進など、切れ
目なく支援していくために、 歯科と産婦人科、かかりつけ医、
及び助産師・保健師等の専門職との連携推進が重要。

• 母子保健法改正により、全国展開される「子育て世代包括支
援センター」において歯科医師の配置・連携の促進を行うな
ど、母子保健連絡協議会を含め、地域連携の更なる推進が必
要。

• 日本歯科医師会では、妊娠４か月頃を目途に、歯科健診を受
けることや、必要な歯科治療を受けることを勧めている。妊
産婦歯科健康診査は市区町村の任意で実施されているのが現
状であり、実施率・受診率ともに低いことから、健診事業実
施率の向上、健診内容の充実が必要。また、妊娠期間中に、
１回は歯科健診を行う制度と併せて、妊産婦及びパートナー
健診の充実・制度化が必要。

まとめ①
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• 歯・口腔の発育に応じて「食べ方」の発達を促し、適切な口
腔健康管理により、歯・口の健康を維持することで五感を
使って味わう咀嚼習慣を育成するなど、乳幼児期からの食育
推進が求められる。そして、その後の学童期、成人期、高齢
期と継続した食育支援につなげることが重要。

• 医療的ケア児への対応に向けては、小児在宅歯科医療の推進、
病院歯科や障害者歯科などとの地域歯科医療連携の推進、小
児在宅医、医療的ケア児訪問看護師などとの連携協働が必要。

• 虐待は重大な人権侵害である。児童虐待防止対策の強化に向
けての「児童虐待の防止などに関する法律」第５条に歯科医
師は「虐待を発見しやすい立場にあることを自覚し、児童虐
待の早期発見に努めなければならない」と規定されている。
歯科診療所や学校歯科健診等で早期に発見されるケースも多
いことから、要保護児童対策地域協議会などへの歯科医師会
の参画のほか、児童相談所や子育て世代包括支援センター等
との連携システムを構築していくことが望ましい。 19

まとめ②


